
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
す
が
す
が
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中

は
、
全
国
市
議
会
議
長
会
の
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

小
泉
首
相
が
掲
げ
る
「
官
か
ら
民
へ
」
「
国
か
ら
地
方
へ
」
の
方
針
の
下
、
三
位
一
体
改
革

に
伴
う
３
兆
円
の
税
源
移
譲
も
、
昨
年
末
よ
う
や
く
実
現
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

今
ま
で
に
な
い
画
期
的
な
改
革
で
、
今
後
の
地
方
分
権
を
進
め
る
上
に
お
い
て
大
き
な
前
進
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
生
活
保
護
費
が
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
や
施
設
整
備
費
が
対
象
と
さ

れ
た
こ
と
は
、
各
市
議
会
の
ご
支
援
と
地
方
六
団
体
の
結
束
に
よ
り
地
方
の
意
見
が
反
映
さ
れ

た
も
の
と
評
価
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
児
童
手
当
や
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
等
の
負
担
率
引
き
下
げ
な
ど
、
真
の
分
権
改

革
の
理
念
に
沿
わ
な
い
内
容
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
で
熱
心
な

議
論
を
積
み
重
ね
、
主
張
の
隔
た
り
が
あ
る
中
で
何
と
か
結
論
に
至
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
内

容
は
、
地
方
分
権
の
展
望
を
拓
く
た
め
の
第
一
段
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
協
議

を
継
続
し
、
平
成
１９
年
度
以
降
も
さ
ら
な
る
改
革
を
進
め
る
た
め
に
は
、
地
方
六
団
体
の
強
い

意
志
と
一
致
結
束
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
私
も
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
方
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
員
共
済
年
金
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
平
成
の
大
合
併
」
の
進
展
で
厳
し
い
局
面
に
立

た
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
も
合
併
に
積
極
的
に
協
力
し
、
市
町
村
数
が
大
幅
に
減
少
し
ま

し
た
が
、
そ
の
結
果
、
町
村
議
会
議
員
共
済
会
か
ら
多
く
の
受
給
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な

り
、
市
議
会
議
員
共
済
会
は
、
給
付
額
が
大
幅
に
増
大
し
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て

い
ま
す
。
現
在
、
総
務
省
に
設
置
さ
れ
た
「
地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
検
討
会
」
で
検
討
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
、
私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
痛
み
を
伴
う
改
革
が
行
わ
れ
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
ま
す
。
私
も
こ
の
制
度
の
健
全
な
維
持
に
向
け
、
的
確
に
対
応
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
各
市
、
各
市
議
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心

か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1603・04号１月１５日平成18年
（2006年）

年年
頭頭
にに
ああ
たた
りり

全
国
市
議
会
議
長
会
会
長

国
松

誠

（
藤
沢
市
議
会
議
長
）

頌頌 春春

大竹 邦実

（１） 平成１８年１月１５日 第１６０３・０４号



��������������������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� �������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

総
務
大
臣
・
郵
政
民
営
化
担
当
に
就

任
し
て
か
ら
初
め
て
の
正
月
を
迎
え
ま

し
た
。

昨
年
は
自
然
災
害
が
多
発
し
、
多
く

の
方
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
々
に
対
し
て
、
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
総
務
省
は
、
小
泉
内
閣
が
進

め
て
い
る
構
造
改
革
を
断
行
し
、
政
府

の
規
模
を
大
胆
に
縮
減
し
、
簡
素
で
効

率
的
な
政
府
を
つ
く
る
た
め
に
、
郵
政

民
営
化
、
三
位
一
体
の
改
革
、
公
務
員

の
人
件
費
改
革
等
、
大
変
重
要
な
改
革

を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ユ
ビ
キ

タ
ス
ネ
ッ
ト
社
会
の
実
現
、
国
民
の
安

心
・
安
全
の
確
保
等
、
国
民
の
皆
様
の

生
活
に
本
当
に
密
着
し
た
幅
広
い
行
政

分
野
に
責
任
を
有
す
る
役
所
で
も
あ
り

ま
す
。

本
年
も
、
「
改
革
な
く
し
て
成
長
な

し
」「
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
」

「
地
方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
」
と

い
う
方
針
の
下
、
我
が
国
の
大
き
な
構

造
改
革
を
進
め
る
立
場
か
ら
、
そ
の
進

展
が
国
民
の
皆
様
に
実
感
で
き
ま
す
よ

う
、
引
き
続
き
諸
課
題
解
決
に
向
け
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
以
下
、
具
体
的
な
取
組
に
つ
い

て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

公
務
員
の
総
人
件
費
改
革
は
小
さ
く

て
効
率
的
な
政
府
を
実
現
し
て
い
く
上

で
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
国
家
公
務
員

及
び
地
方
公
務
員
の
定
員
、
給
与
等
を

担
当
す
る
大
臣
と
し
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

国
の
行
政
機
関
の
定
員
に
つ
い
て

は
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
つ
つ
も
厳
し
い

増
員
審
査
を
行
う
こ
と
で
、
過
去
５
年

間
の
純
減
の
倍
に
あ
た
る
５
年
間
で
１

・
５
％
以
上
、
業
務
の
大
胆
か
つ
構
造

的
な
見
直
し
へ
の
取
組
で
３
・
５
％
以

上
、
合
わ
せ
て
５
％
の
純
減
の
実
現
を

図
り
ま
す
。

国
家
公
務
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、

給
与
構
造
の
抜
本
的
な
改
革
等
を
着
実

に
実
施
す
る
ほ
か
、
人
事
院
に
対
し
、

官
民
給
与
比
較
の
方
法
見
直
し
に
つ
い

て
、
早
急
に
総
合
的
検
討
を
行
う
よ
う

要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

公
務
員
制
度
改
革
に
つ
い
て
も
、
人
事

評
価
の
試
行
に
着
手
す
る
な
ど
、
改
革

の
推
進
を
引
き
続
き
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。一

方
、
地
方
行
革
に
つ
い
て
は
、
新

地
方
行
革
指
針
に
基
づ
き
、
１７
年
度
中

の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
公
表
や
各
団
体

の
取
組
状
況
を
毎
年
度
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
し
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
な
ど
、

一
層
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

電
子
政
府
・
電
子
自
治
体
に
つ
い
て

は
、
２
０
１
０
年
度
ま
で
に
国
・
地
方

公
共
団
体
に
対
す
る
申
請
・
届
出
な
ど

の
手
続
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
率

を
５０
％
以
上
と
す
る
こ
と
を
目
標
に
利

用
者
の
視
点
に
立
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
手

続
の
改
善
を
図
る
ほ
か
、
業
務
・
シ
ス

テ
ム
の
最
適
化
を
推
進
し
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、
本
年
３

月
末
に
は
団
体
数
が
１
８
２
１
と
な
る

予
定
で
あ
り
、
そ
の
取
組
が
全
国
で
着

実
に
進
展
し
て
い
ま
す
。
総
務
省
と
し

て
は
、
合
併
後
の
市
町
村
が
、
合
併
し

て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
し
っ
か
り

支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、
合
併
新
法

の
下
で
も
、
引
き
続
き
市
町
村
合
併
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
制
度

に
つ
い
て
は
、
何
人
で
も
閲
覧
を
請
求

で
き
る
現
行
制
度
を
廃
止
し
、
個
人
情

報
保
護
に
十
分
留
意
し
た
新
た
な
制
度

と
し
て
再
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
方
財
政
は
、
引
き
続
き
大
幅
な
財

源
不
足
が
生
じ
る
な
ど
極
め
て
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
１８
年

度
地
方
財
政
対
策
に
お
い
て
は
、
国
の

予
算
編
成
な
ど
も
踏
ま
え
つ
つ
、
地
方

財
政
計
画
歳
出
の
見
直
し
に
努
め
る
と

と
も
に
、
地
域
に
お
い
て
必
要
な
行
政

課
題
に
対
し
て
は
適
切
に
財
源
措
置
を

行
い
、
地
方
団
体
の
安
定
的
な
財
政
運

営
に
必
要
な
地
方
交
付
税
、
地
方
税
な

ど
の
一
般
財
源
の
総
額
を
確
保
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

税
源
移
譲
に
つ
い
て
は
、
「
基
本
方

針
２
０
０
５
」
等
に
沿
っ
て
概
ね
３
兆

円
規
模
の
税
源
移
譲
を
実
現
し
ま
す
。

こ
の
移
譲
に
よ
っ
て
、

個
人
住
民
税
の
所
得
割

の
税
率
を
フ
ラ
ッ
ト
化

し
、
偏
在
性
の
少
な
い

地
方
税
体
系
の
構
築
を

進
め
な
が
ら
、
引
き
続

き
地
方
分
権
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
地
方
税
中
心
の
歳
入
構
造
を

構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
郵
政
民
営
化
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
郵
政
民
営
化
担
当
大
臣
と

し
て
、
関
係
者
の
皆
様
方
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
得
て
郵
政
民
営
化
関
連
法
案

の
と
り
ま
と
め
を
行
い
、
延
べ
２
２
０

時
間
超
に
及
ぶ
国
会
で
の
ご
審
議
を
経

て
、
１０
月
１４
日
に
法
案
が
成
立
、
同
２１

日
に
公
布
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

１１
月
に
は
法
律
に
基
づ
き
、
総
理
を
本

部
長
と
し
全
閣
僚
が
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

郵
政
民
営
化
推
進
本
部
が
発
足
い
た
し

ま
し
た
。

私
と
し
て
も
、
推
進
本
部
を
中
心
に

全
閣
僚
と
協
力
し
て
、
平
成
１９
年
１０
月

の
郵
政
民
営
化
に
向
け
た
流
れ
が
し
っ

か
り
と
軌
道
に
乗
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

消
防
関
係
で
は
、
近
年
、
自
然
災
害

が
後
を
絶
た
ず
、
ま
た
、
首
都
直
下
型

地
震
等
の
大
規
模
地
震
の
発
生
も
懸
念

さ
れ
て
い
る
中
、
国
民
の
安
心
・
安
全

を
確
保
す
る
こ
と
は
政
府
の
基
本
的
な

責
務
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
８
月
に
は
消

防
庁
に
国
民
保
護
・
防
災
部
を
設
置
い

た
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
体
制
の
充

実
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
緊
急
消
防

援
助
隊
等
の
全
国
的
観
点
か
ら
緊
急
対

応
体
制
の
充
実
強
化
、
消
防
団
・
自
主

防
災
組
織
等
の
地
域
に
お
け
る
消
防
防

災
力
の
充
実
、
有
事
に
備
え
た
国
民
保

護
に
つ
い
て
万
全
な
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
総
務
省
の
抱
え
る
課

題
は
、
大
変
多
く
の
分
野
に
及
ん
で
お

り
ま
す
。
今
後
も
、
総
務
省
の
総
合
力

を
生
か
し
、
一
つ
ひ
と
つ
の
施
策
を
確

実
に
推
進
し
、
国
民
の
皆
様
の
生
活
が

ま
す
ま
す
豊
か
な
も
の
と
な
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

小
泉
総
理
が
改
革
の
本
丸
と
位
置
づ
け

る
郵
政
民
営
化
も
し
っ
か
り
と
し
た
形

に
す
る
べ
く
努
力
い
た
し
ま
す
。
本
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平平
成成
１１８８
年年

年年
頭頭
ああ
いい
ささ
つつ

総
務
大
臣竹

中

平
蔵

第１６０３・０４号 平成１８年１月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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総
務
省
は
１２
月
２４
日
、
自
治
体

の
地
方
債
発
行
見
込
み
額
を
示
す

平
成
１８
年
度
の
地
方
債
計
画
を
ま

と
め
た
。

地
方
債
総
額
は
、
地
方
財
政
の

健
全
化
や
投
資
的
経
費
の
抑
制
な

ど
に
よ
り
、
１０
・
２
％
減
（
１７
年

度
比
、
以
下
同
じ
）
の
１３
兆
９
４

６
６
億
円
に
縮
小
。
う
ち
、
普
通

会
計
分
は
１１
・
８
％
減
の
１０
兆
８

１
７
４
億
円
、
公
営
企
業
会
計
等

分
は
４
・
４
％
減
の
３
兆
１
２
９

２
億
円
と
な
っ
た
。

三
位
一
体
改
革
に
伴
い
施
設
費

に
係
る
国
庫
補
助
負
担
金
を
一
般

財
源
化
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、

引
き
続
き
地
方
が
円
滑
に
事
業
を

実
施
で
き
る
よ
う
、
施
設
整
備
事

業
（
一
般
財
源
化
分
）
を
創
設
、

７
０
０
億
円
を
計
上
。

ま
た
、
団
塊
世
代
の
定
年
退
職

に
伴
う
大
幅
な
退
職
手
当
の
増
加

に
対
処
し
つ
つ
、
人
件
費
削
減
に

取
り
組
む
団
体
を
対
象
に
、
退
職

手
当
債
を
特
例
措
置
す
る
と
し
、

２
６
０
０
億
円
を
計
上
し
た
。

地
方
債
資
金
に
つ
い
て
は
、
地

方
分
権
の
推
進
や
財
投
改
革
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、
公
的
資
金
の
重
点

化
・
縮
減
を
図
り
つ
つ
所
要
額
を

確
保
。
公
的
資
金
の
う
ち
郵
政
公

社
資
金
は
、
１９
年
度
で
の
原
則
廃

止
に
向
け
、
５９
・
３
％
減
の
４
８

０
０
億
円
に
縮
減
す
る
。
こ
れ
に

対
し
、
民
間
資
金
の
円
滑
な
調
達

を
図
る
た
め
、
市
場
公
募
団
体
の

拡
大
や
共
同
発
行
市
場
公
募
地
方

債
等
の
発
行
を
推
進
す
る
と
し
、

市
場
公
募
資
金
を
３
兆
５
０
０
０

億
円
計
上
し
て
い
る
。

地
方
債
の
発
行
に
際
し
必
要
な

総
務
大
臣
あ
る
い
は
都
道
府
県
知

事
の
許
可
に
つ
い
て
は
、
地
方
財

政
法
の
改
正
に
よ
り
、
１８
年
度
か

ら
協
議
制
に
移
行
す
る
。

総
務
省
は
１
月
１
日
、
「
平
成

１８
年
中
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体

の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
任
期
満

了
に
関
す
る
調
」
を
発
表
し
た
。

こ
れ
は
、
１７
年
１１
月
１
日
現
在

で
ま
と
め
た
も
の
。
１８
年
中
に
任

期
満
了
と
な
る
の
は
６
７
５
団
体

で
、
全
体
の
１５
・
１
％
。
う
ち
、

市
議
会
議
員
は
１
０
３
市
。

市
議
会
の
任
期
満
了
団
体
は
次

の
と
お
り
。（

）内
は
任
期
満
了

日
。
総
務
省
発
表
順
に
よ
る
。

【
北
海
道
】▽
紋
別（
８
・
７
）▽
士

別（
４
・
３０
）

【
青
森
県
】▽
青
森（
１１
・
２５
）▽
十

和
田（
１２
・
３１
）

【
岩
手
県
】▽
宮

古
（
４
・
３０
）
▽

遠

野（
１０
・
３１
）

▽
八
幡
平（
４
・

３０
）

【
秋
田
県
】▽
男
鹿（
４
・
２１
）▽
潟

上（
２
・
２１
）▽
北
秋
田（
３
・
３１
）

▽
に
か
ほ（
４
・
３０
）▽
仙
北（
４
・

３０
）

【
福
島
県
】▽
田
村（
４
・
３０
）

【
茨
城
県
】▽
坂
東（
１２
・
２１
）▽
稲

敷（
１２
・
２１
）

【
栃
木
県
】▽
さ
く
ら（
１１
・
３０
）▽

那
須
烏
山（
４
・
３０
）

【
群
馬
県
】▽
伊
勢
崎（
４
・
３０
）▽

館
林（
９
・
３０
）▽
富
岡（
１１
・
２７
）

【
埼
玉
県
】▽
秩
父（
４
・
３０
）

▽
春
日
部（
４
・
３０
）▽
草
加（
１１
・

１４
）▽
鳩
ケ
谷（
１１
・
２５
）

【
千
葉
県
】▽
松
戸（
１１
・
２６
）▽
野

田（
５
・
３０
）▽
鴨
川（
５
・
３１
）

【
東
京
都
】▽
立
川（
７
・
１３
）▽
町

田（
３
・
８
）▽
日
野（
３
・
８
）

【
神
奈
川
県
】▽
�
子（
４
・
５
）

【
新
潟
県
】▽
三
条（
４
・
３０
）▽
見

附（
１１
・
９
）

【
富
山
県
】▽
氷
見（
１１
・
１３
）▽
小

矢
部（
９
・
１
）

【
福
井
県
】▽
越
前（
７
・
２９
）

【
山
梨
県
】▽
甲
斐（
４
・
３０
）

【
長
野
県
】▽
中
野（
４
・
３０
）▽
飯

山（
１２
・
１１
）

【
岐
阜
県
】▽
美
濃
加
茂（
１０
・
１２
）

【
静
岡
県
】▽
藤
枝（
４
・
３０
）

▽
裾
野（
１０
・
１１
）

【
愛
知
県
】▽
東
海（
３
・
３１
）▽
知

立（
８
・
２５
）▽
愛

西（
４
・
３０
）▽

清
須（
４
・
３０
）

【
三
重
県
】▽
桑
名（
１２
・
５
）▽
名

張（
８
・
３０
）▽
尾

鷲（
１１
・
３０
）▽

亀
山（
１０
・
３１
）▽
熊
野（
４
・
３０
）

【
京
都
府
】▽
舞
鶴（
１２
・
４
）▽
綾

部（
８
・
３１
）▽
宮
津（
７
・
９
）

【
大
阪
府
】▽
泉
佐
野（
５
・
２３
）▽

河
内
長
野（
４
・
２８
）▽
松
原（
９
・

１２
）

【
兵
庫
県
】▽
加
古
川（
７
・
２４
）▽

た

つ

の（
４
・
３０
）▽
高

砂（
９
・

７
）▽
川
西（
１０
・
２７
）

【
奈
良
県
】▽
御
所（
４
・
２８
）

【
和
歌
山
県
】▽
海
南（
４
・
３０
）

【
鳥
取
県
】▽
鳥
取（
１２
・
１６
）▽
米

子（
６
・
３０
）▽
境
港（
２
・
２１
）

【
島
根
県
】▽
大
田（
４
・
１０
）▽
江

津（
５
・
３０
）

【
岡
山
県
】▽
備
前（
５
・
３１
）

【
広
島
県
】▽
竹
原（
１１
・
２２
）▽
府

中（
５
・
１５
）

【
山
口
県
】▽
山
口（
４
・
３０
）▽
萩

（
４
・
３０
）▽
下
松（
４
・
１９
）

【
徳
島
県
】▽
阿
波（
３
・
３１
）▽
美

馬（
９
・
３０
）

【
愛
媛
県
】▽
松
山（
５
・
２４
）

【
高
知
県
】▽
安
芸（
９
・
９
）▽
土

佐（
５
・
３
）▽
須

崎（
１１
・
１２
）▽

土
佐
清
水（
９
・
６
）▽
四
万
十

（
４
・
２５
）

【
福

岡

県
】▽

柳

川
（
１０
・

２０
）
▽
小

郡

（
５
・
１３
）
▽

前
原
（
１１
・
１６
）
▽
う
き
は（
４
・

３０
）

【
佐
賀
県
】▽
小
城（
２
・
２８
）

【
熊
本
県
】▽
本
渡（
４
・
２７
）▽
牛

深（
７
・
２７
）▽
菊

池（
５
・
３１
）▽

宇
土（
１０
・
２０
）▽
宇
城（
４
・
３０
）

【
大
分
県
】▽
臼
杵（
４
・
２６
）

【
宮
崎
県
】▽
日
南（
２
・
３
）▽
西

都（
４
・
２６
）

【
鹿
児
島
県
】▽
出
水（
１０
・
３１
）▽

指
宿（
９
・
３０
）▽
国
分（
５
・
２７
）

【
沖
縄
県
】▽
う
る
ま（
１０
・
１９
）▽

宜

野

湾（
９
・
２７
）▽
石

垣（
９
・

２７
）▽
名
護（
９
・
２７
）▽
沖
縄（
９

・
２７
）

市市議議

１１８８
年年
中中
のの
任任
期期
満満
了了
はは
１１００３３
市市

総総
務務
省省
調調
べべ

１８年度

地地
方方
債債
総総
額額
１１００
・・
２２
％％
減減
にに

地
方
債
計
画
ま
と
ま
る－

総
務
省

平成１８年度地方債計画の概況 （単位：億円、％）

増 減 率
�／�×１００

△１１．８
△１７．５
△ ４．８
△ ９．８
△１９．０
△ ６．３
皆増
皆増

△ ４．４

△１０．２
△１３．２
△ ４．８

（注）１．「調整（不交付団体分）」は、国庫補助負担金の一般財源化に伴う影響額に係る
不交付団体への資金手当分

２．公営企業会計等分はすべて通常分

増 減 額
�－� �

△１４，４４５
△１１，７７３
△２，６７２
△３，１５９
△１，０６３
△１，１００
２，６００
５０

△１，４５５

△１５，９００
△１３，２２８
△２，６７２

平成１７年度
�

１２２，６１９
６７，２０５
５５，４１４
３２，２３１
５，５８３
１７，６００

－
－

３２，７４７

１５５，３６６
９９，９５２
５５，４１４

平成１８年度
�

１０８，１７４
５５，４３２
５２，７４２
２９，０７２
４，５２０
１６，５００
２，６００
５０

３１，２９２

１３９，４６６
８６，７２４
５２，７４２

区 分

普通会計分
通常分
特別分
臨時財政対策債
減税補てん債
財源対策債
退職手当債
調整（不交付団体分）

公営企業会計等分

総 計
通常分
特別分

（３） 平成１８年１月１５日 第１６０３・０４号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



行行

事事

予予

定定

議議

会会

人人

事事

「
平
成
の
大
合
併
」
で
１
月
１

日
か
ら
１０
日
に
か
け
、
新
た
に
２１

市
が
誕
生
、
１８
市
で
編
入
合
併
が

あ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
全
国
の
市
数

は
、
７
８
４
市
と
な
っ
た
。

旧
合
併
特
例
法
に
よ
る
財
政
支

援
措
置
等
の
適
用
期
限
で
あ
る
１８

年
３
月
末
に
は
、
８
０
０
市
と
な

る
見
通
し
。

（
新
市
の
概
要
は
下
表
参
照
）

▽
１
月
３０
日

全
国
高
速
自
動
車

道
市
議
会
協
議
会
�
正
副
会
長

・
監
事
・
相
談
役
会
議
（
午
後

３
時
、
全
国
都
市
会
館
）

▽
２
月
１
日

全
国
自
治
体
病
院

経
営
都
市
議
会
協
議
会
�
正
副

会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
議

（
午
後
３
時
、
全
国
都
市
会
館
）

▼
議
長

▽
西
脇

山
上
武
司（
１２
・
１
）

▽
四
国
中
央

守
屋

操（
１２
・
７
）

▽
南
さ
つ
ま

石
井
博
美（
１２
・
７
）

▽
ひ
た
ち
な
か面

澤
義
昌（
１２
・
８
）

▽
観
音
寺

美
藤

広（
１２
・
８
）

▽
伊
勢

中
村
豊
治（
１２
・
１４
）

▽
安
中

遠
間
徹
也（
１２
・
１６
）

▼
副
議
長

▽
西
脇

藤
本
邦
之（
１２
・
１
）

▽
四
国
中
央

鈴
木
邦
雄（
１２
・
７
）

▽
南
さ
つ
ま

室
屋
正
和（
１２
・
７
）

▽
ひ
た
ち
な
か�

田

実（
１２
・
８
）

▽
観
音
寺

大
賀
正
三（
１２
・
８
）

▽
伊
勢

大
川
好
亮（
１２
・
１４
）

▽
安
中

川
崎
文
雄（
１２
・
１６
）

▽
田
原

川
口
治
吉（
１２
・
１６
）

▼
事
務
局
長

▽
観
音
寺

齋
藤
彰
一
郎（
１０
・
１１
）

▽
南
さ
つ
ま久

保
薗
秀
徳（
１１
・
７
）

▽
西
脇

黒
田
辰
雄（
１２
・
９
）

▽
伊
勢

中
沢
信
夫（
１２
・
１４
）

山
本

孝
氏
（
鈴
鹿
市
議
会
議

長
、
市
議
会
議
員
共
済
会
監
事
）

１７
年
１２
月
３０
日
逝
去
、
７０
歳
。

葬
儀
は
１
月
３
日
、
鈴
鹿
市
内
で

執
り
行
わ
れ
た
。
喪
主
は
長
男
、

浩
氏
。

���������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

１月１５日現在の市数
７８４市

うち
指定都市 １４市
中核市 ３７市
特例市 ３９市
一般市 ６７１市
特別区 ２３区

１
月
１
日
〜
１０
日

２１
市
誕
生
、１８
市
編
入

新たに誕生した市
議員定数

人

４５
（在任特例）

８１
（在任特例）

３４
（在任特例）

５７
（在任特例）

８１
（在任特例）

７６
（在任特例）

３６
（在任特例）

３８

２６

５２
（在任特例）

３０

２２

２０

４２
（定数特例）

７６
（在任特例）

２６

３３
（定数特例）

６３
（在任特例）

７８
（在任特例）

合併関係市町村

平賀町、尾上町、碇ヶ
関村

花巻市、大迫町、石鳥
谷町、東和町

二戸市、浄法寺町

原町市、小高町、鹿島
町

伊達町、梁川町、保原
町、霊山町、月舘町

深谷市、岡部町、川本
町、花園町

五泉市、村松町

津市、久居市、河芸町、
芸濃町、安濃町、香良
洲町、一志町、白山町、
美里村、美杉村

園部町、八木町、日吉
町、美山町

大宇陀町、榛原町、菟
田野町、室生村

高瀬町、山本町、三野
町、豊中町、詫間町、
仁尾町、財田町

塩田町、嬉野町

松浦市、福島町、鷹島
町

都城市、山之口町、高
城町、山田町、高崎町

鹿屋市、輝北町、串良
町、吾平町

指宿市、山川町、開聞
町

松山町、志布志町、有
明町

佐敷町、大里村、玉城
村、知念村

喜多方市、塩川町、山
都町、熱塩加納村、高
郷村

新市名

ひらかわ

平川市

はなまき

花巻市

に のへ

二戸市

みなみそう ま

南相馬市

だ て

伊達市

ふか や

深谷市

ご せん

五泉市

つ

津市

なんたん

南丹市

う だ

宇陀市

み とよ

三豊市

うれし の

嬉野市

まつうら

松浦市

みやこのじょう

都城市

かの や

鹿屋市

いぶすき

指宿市

し ぶ し

志布志市

なんじょう

南城市

き た かた

喜多方市

県 名

青森県

岩手県

〃

福島県

〃

埼玉県

新潟県

三重県

京都府

奈良県

香川県

佐賀県

長崎県

宮崎県

鹿児島県

〃

〃

沖縄県

福島県

合併日

１月１日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

１月４日

５２
（在任特例）

３０

編入合併した市
議員定数

人

３５
（在任特例）

３６
（在任特例）

３１
（定数特例）

３６
（在任特例）

２４

４８
（定数特例）

２４
（定数特例）

４４

４６
（在任特例）

３３

３２
（定数特例）

４６
（定数特例）

３７
（在任特例）

９０
（在任特例）

５１
（定数特例）

５７
（在任特例）

４５
（定数特例）

５１
（定数特例）

南河内町、石橋町、国
分寺町

本庄市、児玉町

合併関係市町村

水海道市（編入後、市
名変更）、石下町

下妻市、千代川村

鹿沼市、粟野町

藤岡市、鬼石町

行田市、南河原村

長岡市、栃尾市、与板
町、寺泊町、和島村

大町市、八坂村、美麻
村

岐阜市、柳津町

岡崎市、額田町

東近江市、能登川町、
蒲生町

福知山市、三和町、夜
久野町、大江町

唐津市、七山村

島原市、有明町

宮崎市、佐土原町、田
野町、高岡町

長崎市、琴海町

盛岡市、玉山村

尾道市、因島市、瀬戸
田町

高松市、香川町、香南
町、国分寺町、庵治町、
牟礼町

しもつけ

下野市

ほんじょう

本庄市

新市名

じょうそう

常総市

下妻市

鹿沼市

藤岡市

行田市

長岡市

大町市

岐阜市

岡崎市

東近江市

福知山市

唐津市

島原市

宮崎市

長崎市

盛岡市

尾道市

高松市

栃木県

埼玉県

県 名

茨城県

〃

栃木県

群馬県

埼玉県

新潟県

長野県

岐阜県

愛知県

滋賀県

京都府

佐賀県

長崎県

宮崎県

長崎県

岩手県

広島県

香川県

１月１０日

〃

合併日

１月１日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

１月４日

１月１０日

〃

〃
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